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●正しく安全にお使いいただくために、ご使用
前にこの「取扱説明書」を必ず最初から順番に
お読みいただき、よく理解してくださるよう

お願いいたします。また、この「取扱説明書」

をいつでもすぐに取り出せるところに大切に

保管しておいてください

●この「取扱説明書」1こ書かれている内容以外で

はご使用にならないでください
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取扱説明書を紛失された場合は裏表紙に記載の
お近くのパロマまでお問い合わせください

このたびはガステーブルをお求めいただき

まして、ありがとうございます

各部のなまえ
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Paιoma

必ずお守りください

言斐置について

こんろの使いかた
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グリルの使いかた

2

点検とお手入れ

6

故障かな?と思ったら
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保管とアフターサービス
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保証書
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各部のなまえ
取扱説明書中の図はPA-320OCEとPA・320OCEFのご紹介となっております。
PA-320OCE-しとPA-320OCEF-しは強火カバーナが左、標準バーナが右についています。

ゴム管口

ごとく

しる受け皿
(左こんろ)

グリル扉

焼網

グリル取っ手

ノ

◎

火力調節つまみ

左こんろ(標準バーナ温度センサー付)

(左こんろ)

操作ボタン
(左こんろ)

電池交換ランプ

0

電池ケース

グリル排気ロカバー

グリル排気口

トッププレート

特長1 碕けW,天ぷら油過熱防止機能

〔1111^

しる受け皿
(右こんろ)

ロックつまみ
(左こんろ)

右こんろ(強火カバーナ)

銘板(ガス種の確調

本体表示皎用上の注意)ノ、

標準バーナには天ぷら油の過熱を防止する九めに温度センサーカq寸いてい
ます。温度センサーが約250゜Cになると自動的にガスを止.めます。

特長2 快転トビラのぐるりんぱ

グリル水入れ皿を引き出すと、グリル扉はくるりと上方へ回転しながら開き
ます。熱いグリル扉がじゃまにならずにお魚を裏返せます。

フッ素コートトッププレート(PA-320OCEF ・ PA-320OCEF-L)

トッププレートはフッ素コート仕上げになっています。煮こぽれもサッとひと拭きでお手入れできます。

グリル水入れ皿

点火確認ミラー

特長3

火力調節つまみ
(右こんろ)

火力調節つまみ
(グリル)

ロックつまみ
(右こんろ・グリル)

ガス栓

操作ボタン
(グリル)

操作ボタン
(右こんろ)、
、.

d
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必ずお守りください

く安全に正しくお使いいただ<ために>

製品を正しくお使いい九だく九めや、あな九や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す

る九めにこの取扱説明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と

意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

.

△危険

△警告

この表示を無視して誤っ九取扱をすると、使用者が死亡ま九は重傷を負う危

険が切迫して生じる場合が想定されることを表しています。

Z全Σ、j主恵:

この表示を無視して誤っ九取扱をすると、使用者が死亡ま九は重傷を負う可
能性が想定される場合を表しています。

絵表示について次のような意味があります。

この表示を無視して誤っ九取扱をすると、使用者が傷害を負う可能性が想定

される場合、および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。

◆

一般的な禁止

接触禁止

■ガス漏れ時の処置

ガス漏れに気付いたときは、①~③の処置が終わ

るまでの間、絶対に火を付けたり、電気器具(換気

扇その他)のスイッチの入・切や電源プラグの抜き

差しおよび周辺の電話を使用しない

一炎や火花で引火し爆発事故を起こすことがあります。

分解禁止

必ず行う

①すぐにガス栓を閉める
②窓や戸を開ける
③お買い上げの販売店かお近くのガス事業者まで連絡する
(周辺の電話は使用しない)

火気禁止

△危険

■ ⑧

愚》

火気禁止

'グ' @
ガス栓を閉め
窓を開ける

2

①
@

⑧
⑧



必ずお守りください

■使用ガスについて

ご家庭のガスの種類と機器の銘板佑側面に貼付け)に

表示されているガスの種類が合っているか確かめる

合っていないときは使用しない

*転居時も必ず確認してください。

ーガスが合っていないままご使用になると、火災や不完全
燃焼、やけどなどの原因になります。

ガスの種類がおわかりにならない場合ま九は合っていない
場合はお買い上げの販売店かお近くのガス事業者までご連
絡ください。

△警告

■火災予防

火をつけたまま機器から絶対にはなれない

一特に揚げもののときは火災のおそれがあります。

機器の周囲に可燃物(カーテン、新聞紙、紙袋など)や

引火物(スプレー缶など)を置かない、近づけない

*機器の下に新聞紙やビニールシートなどの可燃物を敷か
ないでください。

一火災の原因になります。

スプレー缶の場合は熱でスプレー缶の圧力が上がり爆発
するおそれがあります。

ガス種を確認する

型式名都市ガス用

ガスグループガス消費量

製造年・月・製造番号バ0マ

グリル使用中、グリル排気口の上にタオル、ふきん

などをのせない

一火災や不完全燃焼の原因になります。

型式名

LPガスガス消費量

製造年・月・製造番号バnマ

機器の周囲ではガソリン、ベンジン、スプレーなど

引火のおそれのあるものを使用しない

一火災の原因になります。

3
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■異常時の処置

①異常な燃焼、臭気、異常音が感じられた場合は、消火
操作してガス栓を閉め、「故障かな?と思、つたら」(20
ページ)に従う

②地震、火災などの緊急の際は、自分の身の安全を確か
めてから、あわてずに消火操作する

亜ガス事故防止

ゴム管はガス用ゴム管(検査合格またはJISマーク入
り)を使い、古い(ひび割れ、さし込み口のゆるい)
ゴム管やビニール管は使わない
ーガス漏れの原因になります。

使用後は消火を確かめ、外出・就寝時にはガス栓を
閉める
*特にグリルは消し忘れをしゃすいので機器から雛れると

きは必ず消火を確かめてください。

△警告

■換気に注意

閉めきった部屋で長時間使用しない
使用中は窓を開けるか換気扇を回す
ーー酸化炭素中毒の原因になります。

●勗、念
△注意

■用途について

調理以外の用途には使わない
一過熱・異常燃焼による焼損や火災の原因になります。

こんろを覆うような大きな鉄板類やなべは使わない
一不完全燃焼や機器の異常過熱の原因になります。

なべの大きさにあった火力で使う
ーなべ底よりあ'、れ九炎によりなべの取っ手が破損するお
それがあります。

ごとくに安定してのるなべを使用する
一底がすべりやすいなべ、径の小さいなべなど不安定ななべは
使用しないでください。傾いてやけどのおそれがあります。

グリル使用時はグリル水入れ皿に必ず水を入れ、水
以外のものは入れない
グリル使用後は必ずお手入れする
一魚や肉から出九脂が九まり、使用中に燃えて火災の原因に
なります。ま九、グリル水入れ皿を出し入れする際に重く
感じたり、ホーローを傷めることもあります。フッ素コー
トトッププレートの場合、変色の原因にもなります。

福 @

"■、9'

ガス用ゴム
管を使う

'-1皿ヲ§"ニゞ1ヅ§

空浄^§

才＼ 9＼施池
"ゾ施池

水を入れる

4



必ずお守りください

■やけどに注意

使用中や使用直後は操作部(つまみ・ボタン類・グリル
取っ手)以外は触らない

一機器本体とその周辺および調理道具が熱くなる九め、やけ

どをするおそれがあります。

*特に小さいお子様がいる家庭では注意してください。

使用中・使用直後は機器を移動させない
ーこんろ上の調理物などが倒れてやけどをするおそれがあり

ます。

点火操作時はバーナ付近に顔を近づけ過ぎない
一熱や炎でやけどをするおそれがあります。

使用中はバーナ付近に触れないように注意する
一衣服に炎が移っ九りする場合があります。

この機器の点火装置以外の方法では点火しない
ーやけどをするおそれがあります。

グリル使用中はグリル排気口に手や顔を近づけたり
なべの取っ手等を向けたりしない

一高温の排気熱が出ている九め、やけどや取っ手が破損をす

るおそれがあります。

グリル庫内に食品屑やふきんなどがないようにする
*取り除く際はケガをしないように注意してください。

一使用中に燃えることがあります。

使用中・使用直後はグリル水入れ皿を勢いよく引き
出さない

持ち運びするときは中の水がこぼれないように注意する
一水が高温になっている九めやけどをするおそれがあります。

△注意

口
^

取っ手

0

ボタン

つまみ接触禁止

■補修用性能部品および補助具について

補修用性能部品および補助具は当社の純正部品以外は使わない
一当社の純正部品以外のものを使用し九場合の機器の故障、事故につい
ては、当社では責任を負いかねます。

しる受け皿の上に市販のアルミ箔製のしる受け皿をのせない
一異常燃焼のおそれがあります。ま九、フッ素コートトッププレートの
場合、変色の原因にもなります。

⑧

巨ゞや

おねがい

この機器は家庭用ですので業務用にお使いになると著しく寿命が縮まります。

5
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設置について
1部圓忌のセット
①箱から機器を取り出し、あて紙や梱包部材やテープを取り除く

②同梱部品の確認をする

機器本体

@

口

健ワ

甲@リ

③各部品をセットする

PA-320OCE-しとPA-320OCEF-しは強火カバーナが左、標準バーナが右についています。

グリル排気ロカバー

璽匝亙雲四

ごとく 2個

^

亙▼衣澎
しる受け皿左・右

匡》匡シ

3本並んだ爪を手前にして
セットしてください。

ごとく

グリル水入れ皿

亀ノ

乾電池

臼臼単Π・別
2個

グリル水入れ皿

＼、*_取扱説明書

焼網

焼網

標準バーナ

フッ素コートトッププ

レートの場合はご使用
前にフッ素シールをは

がしてください。

i/ルin //in//n'i/

6

ン"

之す
ル

電池ケース

<、11y
0

グリル排気ロカバー

X<で>,
11

＼辻、ン

.

しる受け皿

あなの大きい方が、
強火カバーナ用です。

バーナキャップ
大きい方が、強火

カバーナ用です。

強火カバーナ

__ノ

<

一
＼



設置について

乾電池のセット(単115V 2個)

■■ル
①電池ケースのツメ
を上げながら手前

にぢK

バーナキャップのセット

バーナキャップ上面の

ワ印をテマエにして突

起を切り欠きにはめる

②乾電池の+側を手
前にして入れる

△注意
浮き・傾きのないようにセットする

一不完全燃焼や火災の

原因になります。

"、

③電池ケースを奥ま

でしっかり入れる

2ガス邇の確認

おねがい

乾電池は新しいものと古いも

の、ま九は違う種類のものを

混ぜて使わないでください。

寿命が短くなりますし、乾電
池が液漏れすることがありま

す。

①ご家庭のガスの種類と機器の銘板に表示されている

ガスの種類が合っているか確かめる

②合っていない場合は設置をやめて、お買い上げの販

売店かお近くのガス事業者まで連絡する

しる受け皿のセット

五S)批

あなの大きい方を強火カバーナ(大きい方のバーナ)

側に、小さい方を標準バーナ側にセットする

3設置場所

△注意
左右を間違えないように正しくセットする
*特に強火カパーナ側にあ
なの小さい方のしる受け
皿をセットしないでくだ

さい。

一不完全燃焼や火災、
の原因になります。

一酸化炭素中毒や火災、やけどの原因となりますので正しく設置してください。

△警告

下記の条件を満九している場所をお選びください。

●周囲に可燃物がない●換気が良い

●風が吹き込まない●水平で安定している

●水や熱がかからない●落下物の危険がない

と詞
故障禁止

7
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4防火措置
各地の火災予防条例に従って防火措置を行ってください。

△警告

①可燃物(壁、棚など)から十分離して設置する

ステンレス板や薄いタイルなどの不燃材を可燃性の壁に直接貼り付けた場合でも、
下記①、②の防火措置を必ず行う

一伝熱により長年の間に可燃物が炭化し、火災になることがあります。
*設置後に、機器の周囲の改装をする場合も設置基準をお守りください。

*トッププレート上方の周囲

②①の条件を満たせない場合は防熱板を取り付ける

別売の防熱板A、B、Cま九は金属以外の厚さ3血以上の不燃材を図のように取り付けてください
ご購入に際してはお近くのパロマまでお問い合わせください。

●側面・背面 ●流し台などの側面

Ocm

以

隙間

* 15Cm

以上

Icm以上

防熱板A防熱板B O
"隙間

③強火カバーナ側の防火措置をする
可燃性の調理台・流し台などが、トッププレートと同じ高さ

ま九は低い場合でも強火カバーナ側を密着設置する場合は図
のように保護してください。

@'5ゴム管の接続

10ocm

以上

Ocm

以上

0

*15Cm

以上

Icm以上

トッププレート面が低いとき

△注意

防熱板C

^^

●継ぎ足しゃ二又分岐は絶対にしない●折れ、ねじれ、引張りなどないように、じ
●機器の上や下を通さない●接続口に汚れやごみがないように
●他の熱源などの高温部に触れない

一正しく接続されないとガス漏れや火災の原因になります。二又分岐

00

15Cm以上

用意するもの

*15Cm以上

①ゴム管を機器に触れないように適切な長さに切る

②両方のゴム管口の赤い線までゴム管
を差し込みゴム管止めで止める

③ガス栓を開け接続部からガスの臭いが

しないことを確かめ、ガス栓を閉める

●上方

15Cm

以上

φ 9.5n棚ガス用ゴム管(新品)1本

ゴム管止め2個

80cm

以上

不燃材

強火カバーナ

0

15Cm

以上

35C11';ι上

35C111レユ上

00

0~3.5Cm
の場合

ステンレス板、アルミ板
(0311ルユ上)

都市ガス用とLPガス用があります。

お使いのガスに合わせてお選びください。
ガス栓側

/、＼ノー、＼

ゴム管止め一1至 4^
1 ●^^^当

機器側

赤い線 8

30cm

以上

止禁

-
0

中
0



こんろの使いかた
△注意

グリル使用中、使用直後にグリル扉を開けた状態でこんろ操作をしない

一熱くなっ九グリル扉に手が触れてやけどをするおそれがあります。

^^

■^

■ロックつまみの位置

゜@日

匠■匝女四
E^1

CΣ)
^解除

2点火

①操作ボタンが押されていないことを確かめる

②ガス栓を全開にする

③ロックつまみを左に動かしてロックを解除する

■操作ボタンの位置

■'L

おねがい

●ロックされ九まま操作ボタンをムリに押し九り、使用中に口
ツクつまみを動かすと故障の原因になります。
●フッ素コートトッププレートの場合、鉄板焼きゃこんろでの
魚焼きはフッ素コートをい九める原因になります。

＼ミ、=ニー

寺

*使用するバーナの操作ボタンを
間違えないでください。

@a

①操作ボタンをゆっくりいっぱいまで押し、
そのまま数秒間押し続ける

●ボタンはいっぱいまで押さないと点火しません。

●パチパチと音がして点火します。(こんろとグリル同時に放電)

●火力調節つまみが弱火側にあるときに点火操作すると、つまみは

強の方向へ(中ほどの位置まで)自動的に移動します。

画

②手を離しても点火していることを確認する

●カラーサインは操作ボタンの状態を示します。操作ボタンが押し

てあるときは「赤」に、押していないときは「白」に変わります。

゛

9

カラーサイン:赤

◆

おねがい

●なべに付いた水滴は'、き取ってからごとくにのせてください。
余分な熱が必要になるうえ、水滴がバーナに落ちて目づまり
し、点火不良になることもあります。
●なべをごとくにのせてから点火した方がより点火が確実にな
ります。

●手を雛すと消火する場合は押し時間の不足です。操作ボタン
を戻して周囲にガスがなくなるのを待ってから、再度点火操
作し、押し時間を長くしてください。
●初めて使うときゃしばらく使わなかっ九ときなど点火しにく
い場合があります。ゴム管内に空気が入っている九めです。
繰り返し点火操作してください。

止禁

〒
日
〒
日

ト
・



3火力羽節

弱●^'持ち上げる

__,ノ

、

①炎を見ながらつまみをゆっくり動かす

●強火から弱火にするとき、つまみは中ほどでいったん止まります。
さらに弱火にするときは少し持ち上げて左に動かしてください。
●最初から持ち上げた状態で、勢いよくつまみを「強」から陽引に動
かすと、消火することがあります。

●使用中もときどき燃焼を確かめてください。

強

4消火

@)

^

'

立消え安全装置が惰物したときの処置方法

①操作ボタンを押す

●消火を確かめてください。

②ロックつまみを右に動かして

操作ボタンをロックする

●小さなお子様のいたずら防止にご利用ください。

③ガス栓を閉める

カラーサイン:白

立消え安全装置とは風や煮こぽれなどで炎が消えたとき、自動的にガスを止める装置です。

すぐに操作ボタンを押して消火状態にしてください。
炎が消えてからガスが止まるまでしばらく時間がかかります。

周囲にガスがなくなるのを待ってから点火操作してください。

@)

^

/合

減
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^げ1ν)

標準バーナには

天ぷら油過熱防止機能が付いています。

天ぷら油は油の温度が非常に高くなると、直接火が

入らなくても発火します。

天ぷら油過熱防止機能とは温度センサーが常になべ

底の温度を見張り、天ぷら油が、過熱による発火を

する前に自動的にガスを止める機能です。

温度センサー付バーナ
を使うとき

^げ
もの用

.マークが貼ってある方のバーナです。

*強火カバーナにはこの機能は付いていません。揚げもの
調理をするときは必ず標準バーナをお使いください。

天ぶら油過熟防止機能のはたらき

/ー'.《

＼/0
.C、

稔口 lf

＼
くフ

ら入＼
介＼、

戸＼

盲

温度センサーをなべに密着させること

によりなべの熱が伝わります。

'L

臼口

温度センサー

(亙)

^

天ぶら油過熱防止機能力§勵いたときの処置方法

ル1

①まず、操作ボタンを押して消火状態にする
②再度使うときは油の温度が適温になるまでそのまま待つ
*センサーが付いていても火を付け九ままにしておくと油は調理に適さない高い
温度になってしまいます。

●揚げもの以外の調理の場合なべ底の形や調理によってはセンサーが高温になり、
消火します。このようなときは強火カバーナをお使いください。

^
C

ー・ゆ、

11
、、

又。1 吋'4P

温度センサーの温度が約250゜Cに

なると自動的にガスを止めます。

＼

タ、//y/カ

/

約250゜C

ぐ
＼

、
一
ノ

0
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0
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温度センサーを正し《作動させるためにお守り《ださい
お守りい九だけなけれぱ天ぷら油の過熱による発火を防止できないことがあります。

■底が平らで熱の伝わりゃすい天ぷらなべを使う
(鉄・アルミのフライパンやなべ)
次のなべは注意が必要です。

土なべ、耐熱ガラスなべ

ステンレスのフライノ叉ン、なべ
一熱の伝わりが遅い九め油の量が少ないと発火のおそれがあります。
使用するときは必ず20omι以上の油を入れてください。

中華なべ、打ち出しなべ
一温度センサーとなべ底の間に隙間があるとセンサーが正しく働きません。

底が平らなもの、凸凹が少ないものであれぱ使用できます。

*センサー付バーナ側では中華ごとく(別売)を使用しないでください。

なべ底がセンサーに接触しないことがあり、センサーが正しく働かないおそれがあります。

*煮ものなど水を使う調理の場合は上記のなべ全て使えます。

安定よくする九めになべの重さは調理物を含んで30og以上必要です。
但し、30og以上あっても片手なべなどで安定性が悪く傾きゃすいなべは使用しないでください。

^

△警告
揚げもののときはお守りください

,、,

の センサーカ し

■なべ底と温度センサーは密着させる

ない九め

なべ底と温度センサーの間には隙問や異物がないようにしてください。

系呈源ア弓裂工遍§

できません

◆ ■揚げもの調理には20omι以上の油を入れる

調理中も常に20omι以上の油量を保ってください。

センサーに強い

ショックやキズ

を与えない

センサーが故障する原因と

なります。

センサーはいつも

清潔にしておく

△注意

演、

汚れるとセンサーが温度を感知

できなくなります。

汚れ九ときはやわらかい布で拭

いてください。

(お手入れ方法18ページ参照)

@
センサーに

密着させる

センサーが上下に
動くか確認する
センサーを押してみてスムーズに

上下に動くか確認してください。

センサーの動きが悪いと機能が正

しく働かない場合があります。お

手入れしてもセンサーの動きが悪
いときはお買上げの販売店かお近
くのパロマまでご連絡ください。

か
た
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温度センサー付バーナを使うとき

温度センサー付バーナ使用時のおねがい

■揚げもの以外の調理について

温度センサー付バーナは揚げもの以外の調理にも使えますが、センサーが約250゜Cになると消火する

しくみになっていますから調理によっては途中で消火してしまう場合があります。

ま九、なべがセンサーに接触していないとセンサーが消火温度まで上昇することがあります。途中で

消火する調理やセンサーと正しく接触しないなべを使用するときは強火カパーナをお使いください。

<途中消火してしまう調理の例>

焼網を使う調理

妙りもの調理

ウインナー妙め

■電池交換ランプが点灯したら乾電池を交換する

Sss jl^
.

''

口回

センサー付バーナ使用中にラン

プが点灯しナこら・・

⇔電池交換7ページ参照

/＼

.ム, J

●電池が消耗してくるとセンサーが作動しなくなるので安全の九め、操作ボタンを押し九とき点火し

ても、手を雛すと消火するようになります。操作ボタンを押し続けれぱ点火していますが故障の原

因となりますのでおやめください。

●そのまま電池が消耗すると強火カバーナやグリルも点火しなくなります。

●電池交換ランプはセンサー付バーナ使用中のときのみ作動します。
電池がすっかり消耗してしまっ九ときはランプは点灯しません。

ロロ

口

便えないヨ

モ'6西

13

パチパチと放電していてもセンサー

付バーナは使えなくなります。

(操作ポタンから手を雛すと消火)

◆

亀

二、
一

、
一
一



グリルの使いかた
△注意
グリル使用中はグリル扉を開けたままにしない
ーあ'、れ九熱気により、トッププレートやつまみ・ボタンが過熱され、
やけどや変色・変形の原因になります。

一熱くなっ九グリル扉に手が触れてやけどをするおそれがあります。
グリル使用中、使用直後にグリル扉を開けた状態でこんろ操作をしない

グリル使用中、使用直後にグリル取っ手上面部(特に金属部)1こ触れない
一高温の九めやけどをするおそれがあります。

熱くなったグリル扉に水をかけない
ーガラスが割れてケガをするおそれがあります。

グリル使用時はグリル水入れ皿に必ず水を入れる
一魚や肉から出た脂が九まり、使用中に燃えて火災の原因になります。

.
グリル水入れ皿の取り出しかた

中の水がこぽれないように、ゆっくりと引き出す

取りはずすときは、止まるところまで引き、少し持ち上げて引く

*最初から持ち上げ九状態で引き出さないでください。
止まらずに勢いよく出てきてしまいます。
*持ち運びするときは、取っ手部をしっかりと持ってください。

^^

■^

＼＼、、_

、◆

寺

q@禁止

叉琴冬甍
⑧頗黙@

ノ
如ミ至^

①操作ボタンが押されていないことを確かめる

②ガス栓を全開にする

③ロックつまみを左に動かしてロックを解除する

局い位置

低い位置

~~~~＼

はじめて使うとき

^^,,, g a

①グリル水入れ皿にコップ1杯(約200皿ι)の水を入れる

②約巧分、空焼きする

●庫内の油を焼ききる九めで煙や臭いが出ても異常ではあり
ません。

④焼網をセットする

●焼網は表裏で高さが変わります。焼物の種類、大きさにより
使い分けてください。

^焼網に食用油を塗っておくと、くっつきにくくなります。

⑤グリル水入れ皿にコップ1杯絲勺20omのの

水を入れる

●20omιの水は約20分でなくなります。
●続けて使用するときはそのつど水を足し、脂が飛び散るような
ときは水を入れ替えてください。

⑥グリル水入れ皿を奥までしっかりと入れる

14
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グリルの使いかた

2点火
■操作ボタンの位置

■、1,五
*使用するバーナの操作ボタンを

間違えないでください。

①操作ボタンをゆっくりいっぱいまで押し、

そのまま数秒間押し続ける

②バーナ全体に点火したことを確認する
(点火確認ミラーを利用すると便利です。)

一

カラーサイン:赤

③3分ほど予熱をしてから材料をのせる

^

3火力調節

゛

魚のヒレなどこげやすい部分は厚めに塩を'、るかアルミ箔で包んで
おくとこげか九が少なくなります。

弱

●カラーサインは操作ボタンの状態を示します。操作ボタンが押し
てあるときは「赤」に、押していないときは「白」に変わります。

__,ノ

、

強

4消火

①材料に合わせて火力を調節する

●裏返した面は前よりも早い時間で焼き上ります。

尽三ヲ

15

^

.

①操作ボタンを押す

●消火を確かめてください。

②ロックつまみを右に動かして

操作ボタンをロックする

③ガス栓を閉める

④グリル水入れ皿のお手入れをする

カラーサイン:白

おねがい

グリル水入れ皿を急に水で冷やさないでください。変形するお
それがあります。

ト
、

＼
、



点検とお手入れ

●機器を安全・快適にお使いい九だく九めに、日常の点検とお手入れは必ず行ってください。

●機器の故障や異常を見つけ九ときはお買い上げの販売店かお近くのパロマまでご連絡ください。

●安全にお使いい九だく九めに定期的に点検を受けられることをおすすめします。(有料)

点検とお手入れはガス栓を閉め、機器が冷えてから行ってください。

*点検は常時行ってください。

^

.

、 ず

'

..

機器のまわりに可燃物や障

害物がないようにしてくだ

さい。

朝

(フ・8ページ参照)

亀

^

バーナキャップ、しる受け皿、

ごとくなど左右前後正しくセ

ツトされているか確認してく

ださい。

.

(6・フページ参照)

温度センサー付バーナの操作ボタンを押し
てください。電池交換ランプが点灯し九と

きは新しい乾電池と交換してください。
*乾電池の寿命は通常の使いか九で約1年
です。九だし、付属の乾電池は工場出荷
時に納められ九もので、自己放電のため
寿命が短くなっている場合があります。

(フ・13ページ参照)

゜@日

^

勺コ

.

赤い線までしっかり差し込み、
ゴム管止めで止めてください。
古くなるとひび割れし九り、
差し込み口がゆるくなります。
早めに取り替えてください。

(8ページ参照)

E区Σ1ヨ
^ ノ

煮こぽれやグリル使用後などで機
器が汚れているときはお手入れし
てください。

温度センサーを押してみてスムー

ズに上下に動くか確認してくださ

い。汚れが詰まっていると動きが

悪くなり、温度センサーが正しく

働かない場合があります。

(17~19ページ参照)

ガス栓を開け、ゴム

管の接続部からガス

の臭いがしないこと

を確かめてくださ
い

(20ページ参照)

お占゙
、、、

れ
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点検とお手入れ

●お手入れの際は手袋をするなどして、ケガのないように気を付けてください。

●機器や取りはずした部品は落さないように気を付けてください。ケガや故障の原因になります。
●お手入れの後は各部品正しくセットされているか確認をしてください。(6.フページ参照)

Z全、免主^

お手入れが必要なところ以外は絶対に分解しない

一故障や事故の原因になります。

f

お手入れには台所用中性洗剤をお使いください。

おねがい

印届小塗装面にはみがき粉・スチールウールなどは使わないでください。表面がキズ付きます。中性洗剤以外の洗
剤、シンナー.ベンジンあるいはレンジクリーナーなどのアルカリ性洗剤は塗装がはがれるおそれがあります。

ごとく、しる受け皿、グリル排気ロカバ

汚れたときは台所用中性洗剤で

水洗いし、水気をδ、き取る

*汚れ九ままにしておくと早くい九みます。

●お手入れの後は正しくセットしてください。
(6・フページ参照)

①
分解禁止

トッププレート

汚れたときは乾いた布で汚れをδ、き取る
●汚れの落ちにくいときは台所用中性洗剤でお手入れし、乾いた布で
水気を'、き取ってください。

*汚れはそのつどお手入れしてください。

そのままにしておくと、汚れが落ちにくくなります。

フッ素コートトッププレートについて

●お手入れにはスポンジや布などのやわらかいものをお使いください。ナイロン九わし、金属九わし、
みがき粉などの固いものは表面をキズ付けるので使わないでください。

●中性洗剤以外の洗剤(レンジクリーナー、漂白剤などのアルカリ性洗郵Dは使わないでください。フッ
素コートをい九め、シミや変色の原因になります。
●汚れ九ままにしておくとシミになることがあります。

●表面のフッ素コートがはがれても下はステンレスですのでそのままお使いになれます。
●長期間のご使用によりドソププレートのフッ素コートが変色することがありますがフッ素の効果に
は影響ありません。

@シ^
4/iiル4in'4i/4,nin,
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バーナキャップ
炎が不ぞろいになったときは
あなやみぞを金属ブラシや釘などで掃除する
*目づまりをすると点火不良や不完全燃焼の原因になります。

●表側の黒い部分はスポンジなどのやわらかいもので台所用中性洗
剤を使用して洗ってください。万一、黒い部分がはがれてもその
ままお使いになれます。

△注意
水洗いしたときは、水気を十分ふき取る
一水滴がバーナに落ちて目づまりし、点火不良になることがあ
ります。

.
●お手入れの後は浮き・傾きのないようにセットしてください。
(フページ参照)

炎検出部、電極

汚れや水気力q寸いたときはやわらかい布でδ、き取る

*汚れや水気が付いていると点火しにくくなります。

おねがい

取り付け位置を動かし九り、キズを付けないでください。
故障の原因になります。

、

9

温度センサー

温度センサーが汚れたときはセンサーに片手を

添えて水気を固くしぼった布で汚れをふき取る
*汚れ力q寸いているとセンサーの感度が悪くなります。

△注意
センサーを押してみてスムーズに上下に動くか確認する
ーセンサーの動きが悪いと機能が正しく働かない場合があり
ます。お手入れしても動きが悪いときはお買上げの販売店
かお近くのパロマまでご連絡ください。

おねがい

センサーにキズを付けないでください。故障の原因になります。

炎検出

入

邑
温度センサーは側面の汚れ

もδ、き取ってください。

お占

れ

18



点検とお手入れ

グリル水入れ皿、グリル取っ手、焼網

お使いのたびに台所用中性洗剤で水洗いし、水気をδ、き取る

*グリル水入れ皿は汚れ九ままお使いになると、こびりつい九脂汚れが発火するおそれがあります。

●グリル水入れ皿と取っ手は取りはずしてお手入れすることもできます。

舮

↓「おす」表示
「おす」を↓の方向に押して
はずす

＼(

グリル扉

汚れたときはスボンジ、布などのやわらかいもので汚れをδ、き取る

△注意

グリル庫内をお手入れされると

きは、ケガをしないように気を

付ける

@

七づク

①ツメをグリル水入れ皿に
はめ込む

ぐつ
七ク

支え

突起

d

Z入、

七づク

おねがい

●グリル扉のガラスはみがき粉、金属九わしなどを使わないで

ください。ガラスが割れる原因になります。

●グリル扉や支えは変形させないようにしてください。変形す
るとグリル扉の閉まりや取り付けが悪くなる原因になります。

①支えを動かして突起を大きい
穴に合わせ、内側にはずす
●他方も同じょうにします。

^

②グリル取っ手をおこす
●「おす」表示の部分がはまり、

固定されます。

先にグリル水入れ皿を引き出しておいてください。

七ク

d

^軸

19

①2つの軸の上をすべらせるようにして差し込む
●グリル扉が軸にはまります。

、^

^

②グリル扉をいっばいに開く

.

倉

軸^

____ーー^

③強く引っぱる
●カンタンにはずれます。

^

N

支え

突起

②支えを動かして、突起を大きい穴からはめ込む
●他方も同じょうにします。

◆

^

及
「

＼
＼

/
/



故障かな?と思、つたら
故障かな?と思っ九ら、次のことをお調べください。

下記の現象に当てはまらないとき、ま九処置をしてもなお異常があるときは、お買い上げの販売店かお近くのパロ
マまでご連絡ください。

罵

ガス栓の開き不十分

乾電池が消耗している

乾電池ま九は電池ケースの取り付けが悪い

点火しない

点火しにくい

使用中に消火する

ゴム管の折れ曲がり、つぶれ

悶

ゴム管の接続不十分

バーナ炎口の水滴や汚れによる目づまり

バーナキャップの浮き、傾き

しる受け皿のセット不良

ゴム管内に空気が残っている

点火操作が不適切

.

ガス栓を全開にする

炎検出部・電極が水ぬれし九り汚れている

電池交換ランプが

点灯する

新しい乾電池と交換する

アルミ箔のしる受け皿を使っている

LPガス使用の場合、 LPガスがなくなりかけて
いる

正しくセットする

黄色の炎で燃える

炎が安定しない

異常な音をたてて
燃える

ゴム管の折れ曲がりを直す

温度センサーとなべ底が正しく接触していない

ゴム管を確実に接続する

天ぷら油過熱防止機能が働いた

バーナキャップのお手入れをする

乾電池が消耗している

正しくセットする

ガスのいやな臭い

がする

'^

バーナ炎口の水滴や汚れによる目づまり

正しくセットする

9・14

バーナキャップの浮き、傾き

点火操作を繰り返す

フ・13

しる受け皿のセット不良

操作ボタンを押す時間を長くする

7

ゴム管の接続不十分

炎検出部、電極のお手入れをする

点火・消火のときに「ボッ」
という音がする

8

ゴム管のひび割れ、穴あき

アルミ箔のしる受け皿を使わない

8

バーナキャップの浮き、傾き

使用中「シャー」という音がする

ボンべを交換する

18

温度Wサ・となべ底を正しく接触さ
せる

7

機能が働い九ときの処置方法を参
照する

7

新しい乾電池と交換する

9

9

バーナキャップのお手入れをする

18

正しくセットする

点火音・消火音で異常ではありません。

5

正しくセットする

ガスの通過音で異常ではありません。

ゴム管を確実に接続する

12

新しいゴム管と交換する

11

正しくセットする

フ・13

18

..
■■

7

7

8

8

7
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れ
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保管とアフターサービス
■保管(長期間使わないとき)
①ガス栓を閉め、ゴム管をはずす

②ごみ・ほこりが入らないようにビニールやテープ等でゴム管口をδ、さぐ

③汚れを取り除く(17~19ページ参照)

④乾電池を取りはずす

⑤箱またはビニール袋等に入れて、湿気やほこりの少ないところに保管する

■アフターサービスについて

前ページ「故障かな?と思っ九ら」をみてもう一度確認し、それでも直らないときは、お買い上げの販売店

かお近くのパロマまでご連絡ください。

点検・修理を依頼されるとき

アフターサービスを

お申しつけのときは

お知らせください

次のような別売部品を用意してあります。

詳細は販売店にお九ずねください。

別売部品のごあんない

Z'よ'、
ーー.、、

/'..

八会が'

ご住所・ご氏名・電話番号

現象(できるだけ詳しく)

品名・型式名(銘板表示のもの)

ご購入日・ガス種

道順・目標

補修用性能部品の最低保有期間について

当社は通商産業省の指導により、補修用性能部品を当製品製造打ち切り後、最低5年間保有しております。

バーナキャップ、しる受け皿、ごとく等が長年のご使用でい九んだ場合にはお買い求めください。

お買い求めの際は、必ず銘板の型式名をお知らせください。

ちり受け皿＼
下に落ち九ちりの処理
が簡単にできます

防熱板B

21
、^

.,

<ミ>

防熱板A

U
0

バックガード
ちりが後部へ落ちる
のを防ぎます

防熱板C

口 中華ごとく
ごとくのうえにのせて使用する

中華なべ用の補助ごとくです

強火カバーナ側で使用してください

◆

1
2
3
4
5



ご贈答、転居等によりガスの種類が変わるときは、お買い上げの販売店かお近くのパロマまでご連絡ください。
この場合、費用は保証期間中でも有料となります。

ガスの種類が変わるとき

製造年月は本体右側面貼付けの銘板でお確かめください。

製造年月について

お買い上げの販売店かお近くのパロマまでご連絡ください。(裏表紙の住所一覧をご参照ください。)

.

その他ご不明の点は

仕様
口

ロロ

<伊1>

型

種
占
'、、、

式

外形寸法(機器最大)

.

火

96・07-276854

重量

「製造月

名

ガ

名

方

安

製造年

類

(本体)

ス

式

全

PA-320OCE ・ PA-320OCE-L

使用ガス
ガスグループ

接

製造番号

PA-320OCE ・ PA-320OCE-L

装

続

置

12A

(kca l/h)

13A

☆本仕様は改良のためお知らせせずに変更することもあります。

LPガス用 kw (kg/h)

6A

立消え安全装置・調理油過熱防止装置(天ぷら油過熱防止機能)

標準バーナ

9.9kg

5C

(215の250

高さ 214X幅590X奥行477肌

寸法図単位

ガスグリル付こんろ

LI

(230の267

L2

233 (200の

連続放電点火

PA-320OCEF ・ PA-320OCEF-L

L3

2.56 (220の

PA-320OCEF ・ PA-320OCEF-L

(2巧の250

φ9.5mmガス用ゴム管

2.巧(185の

強火カバーナ

mm

2.09 (180の

4.99 (429の

2.46 (0.176)

(460の535

ガス消費量

(410の47フ

(340の3.95

(350の4.07

゜②日

(346の4.02

10.okg

590

(290の337

グリル

(173の2.01

(0.31 )434

2.16 (186の

(190の221

(180の2.09

(】 85の2.15

(185の2.15

全点火時

(185の2.15

(フ73の899

(0.155)2.17

9.65 (830の

47フ

(750の872

450

(700の8.14

420

(710の826

(680の791

(610のフ.09

(0.63)8.82
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1 品名 PA・320OCE・PA・320OCE・L・PA・320OCEF・PA・320OCEF・L ガステーブルむ
包町

J このたびは当社製品をお買い上げいただきましてありがとうございます0 '間B こ、ナ.只どー、ナ,;、生.おび不当ナ修理や改t
しこの保証書はお客様の正常な設置・使用状態において万一機器本体が故障し造による故障および損傷 1
1た場合には、本書の記載内容で無料修理を行うことを約束するものです0 ①お買い上げ後の取付場所の移動(取付工事の依頼が必要な機器の場合)、落下等にり
1 よる故障および損傷力

1《無料修理規定》(,、)公害、火災、水害、地震、落雷、凍結等の天災地変、異常電圧(電気部品搭載の11
JI.取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従うた正常な設置・使用状態で故障し機器の場合)、供給事情(燃料・給水等)などによる故障および損傷!
ゞた場合には、お買い上げの販売店かお近くのパロマが無料修理致します。(ニ)一般家庭用以外(例えぱ、業務用使用、車柄、船舶への搭載等)に使用された力
12.保証期間内に故障して無秉腔理を受ける場合は、お買い上げの販売店かお近くのパ場合の故障および損傷 1
ゞロマにご依頼のうえ、本書をご提示ください。元お、雌島および雌島に準ずる遠隔(ホ)本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名のヨ己入捺印のない場合、あるい 1
1地への出張修理を行った場合には、出張に要する実賣を申し受けます。は字句を書き替えられた場合!
,3.ご転居の場合は事前にお買上げ販売店にご相談ください。(ヘ)消耗部品の取替えおよび保守等の費用(ト)本書の提示がない場合 1
邑4.ご贈答品等で本保証書に1己入してあるお買い上げ販テ三'に修理がご依頼できない6.本書は日本国内においてのみ有効です。 11
旦場合には、お近くのパロマへご相談ください0 (TMswarr飢tyisvaⅡdonlyhlJaP抑.)カ
乱一、、、11邑 7.本書は再発行致しませんので、紛失しないよう大切に保管してください。,
"

邑

力

申

'
.

邑

4

゛

お客様

〒467名古屋市瑞穂区桃園町6番23号
電話 052 (824) 5145

膨'〆ー、..,..で'、..,〆ー.〆,r'、〆"阜'.〆四?で'、〆ー〆児6、〆^毛6、〆^'...,..ゞ、ー^台.〆^で6'〆●1.●'一ψ〆◆'〆^ー'〆^吋'..,〆●'〆●;.ー'ー^轡'..,.."'〆^ー'〆^で6'〆^で6'〆.'r-'〆^ー'..,...'.

,盆理言己録

お名前

ご住所

お電話

年月 日

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんの
で、保証期間経過後の修理等にっいてご不明の場合は、お買い上げの販売店かお近くのパロマにお問合せください。
※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。

様

株式会社,'ロマ

保証期間

販売店

お買い上げ

店名

修理内容

住所

パロマガス機器の修理・点検などのご相談はお近くのパロマへお問い合わせください。

電話番号

醸

年 月

本社(お客さま相談室)〒467 名古屋市瑞穂区桃園町6番23号合(052)824-5145代 表
表〒001 札幌市北区北33条西7丁目1番1号各(011)726-7281代札幌営 業所
表〒983 仙台市宮城野区南目館20 -10 合(022)237-5561代業所仙台営
表〒153 東京都目黒区青葉台1丁目28番9号各(03)3719-4621代業所東示営

東京サ・εスセソタ・〒176 東京都練馬区高松町5丁目3番16号各(03)3995-4591代 表
表〒336 浦和市大字神田字横手 461 各(0開)855-3217代浦和営業所
表〒264 千葉市若葉区殿台町 437 -1 合(043)256-6221代千葉営業所
表古屋営業所〒467 名古屋市瑞穂区桃園町6番23号 a(052)824-5101代
表各(054)284τ0981代〒422 静岡市曲金 7 -1岡営業所
表合(0263)27一祁11代〒399松市宮田 3 番 16公本営業所

1 6(0762)63'5416代 表〒920 金沢市若宮町ホ 43沢営業所
表〒950 新潟市竹尾卸新町 761 -1 各(025)273-5123代新潟営業所
表〒550 大阪市西区新町3丁目 13番20号合(06) 534-8600代大阪営業所

大阪サ・獣セソタ・〒550 大阪市西区新町3丁目 13番20号各(06) 534-6751代 表
業所〒732 広島市南区西蟹屋3丁目8番12号 a(082)262-9261代 表広島

業所〒760 高松市福岡町 4 丁目 7 番 10 各(0878)22辺3り代 表局松
業所〒812 福岡市博多区博多駅南2 -9 -13 合(092)472*0860代表.福岡

.^

イ主所.電話番号などは変更することがありますのであらかじめご了承願います。

日から1年 力
島
"

PA・320OCE

PA・320OCEF

サービス員⑩

,'ロマ

^,

営業所・出張所

釧路・帯広・旭川・函館・苫小牧
青森・秋田・盛岡・山形・郡山
いわき・前橋・宇都宮・フk戸

土浦・熊谷・越谷・松戸・横浜
厚木・多摩・長野・津・岐阜
豊橋・浜松・山梨・長岡・上越
富山・福井・和歌山・奈良・京都
滋賀・姫路・松江・岡山・福山
山口・松山・高知・徳島・北九州

佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎
鹿児島・沖縄

.

18 54385 ⑥

ワトツ
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